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〔
報
告
一
〕

航
空
本
部
等
地
下
壕
出
入
口
の
発
掘
調
査
の
成
果

安

藤

広

道

は
じ
め
に

そ
れ
で
は
早
速
、
私
の
報
告
に
移
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
日
吉
の
戦
争
遺
跡
の
概
要
を
簡
単
に
紹
介
し
、
そ

の
後
、
蝮
谷
体
育
館
建
設
に
伴
っ
て
実
施
し
ま
し
た
地
下
壕
出
入

口
の
発
掘
調
査
の
経
緯
と
経
過
、
そ
し
て
今
回
の
発
掘
調
査
の
成

果
に
つ
い
て
、
ご
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
吉
の
戦
争
遺
跡
に
つ
い
て

ま
ず
、
地
下
壕
を
は
じ
め
と
す
る
日
吉
に
お
け
る
戦
争
遺
跡
、

つ
ま
り
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
期
の
旧
帝
国
海
軍
の
軍
事
活
動
の
痕

跡
に
つ
い
て
で
す
が
、
そ
の
分
布
を
第
一
図
に
ま
と
め
て
お
き
ま

し
た
。
現
在
、
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
、
海
軍
が
使
用
し
た
建

物
と
し
て
、
第
一
校
舎
、
第
二
校
舎
、
チ
ャ
ペ
ル
、
寄
宿
舎
三
棟
、

浴
場
棟
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
海
軍
が
掘
削
し
た
地
下
壕

が
、
四
ヶ
所
存
在
し
ま
す
。
地
下
壕
は
日
吉
駅
の
西
側
の
日
吉
の

丘
公
園
の
台
地
に
も
掘
削
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
海
軍
が
入
っ
て
き
た
の
は
一
九
四
四
年
二

月
の
こ
と
で
し
た
。
慶
應
義
塾
と
海
軍
と
の
間
で
賃
借
の
契
約
が

結
ば
れ
た
の
は
三
月
一
〇
日
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
前
に
、
今
は

高
等
学
校
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
第
一
校
舎
に
、
軍
令
部
第
三
部

と
い
う
、
国
際
情
報
を
収
集
す
る
組
織
が
移
っ
て
き
た
わ
け
で
す

（
寺
田
貞
治
一
九
八
八
「
連
合
艦
隊
司
令
部
日
吉
台
地
下
壕
に
つ

い
て
（
八
）」『K

E
IO

せ
い
き
ょ
う

教
職
員
版
』
第
四
一
号

慶
應
義
塾
大
学
生
活
協
同
組
合
、
二
・
三
頁
）。

こ
の
こ
ろ
戦
局
は
、
す
で
に
坂
道
を
転
が
り
落
ち
る
よ
う
に
悪

化
の
一
途
を
辿
っ
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
一
九
四
四
年
七
月
に
サ

イ
パ
ン
島
が
陥
落
す
る
と
、
東
京
が
直
接
爆
撃
さ
れ
る
危
険
性
が

キ
ャ
ン
パ
ス
の
な
か
の
戦
争
遺
跡
│
│
研
究
・
教
育
資
源
と
し
て
の
日
吉
台
地
下
壕
│
│

三
九
（
一
三
七
）



で
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
軍
令
部
第
三
部
は
空
襲
時
に
待
避
す

る
地
下
壕
を
建
設
し
ま
す
。
こ
れ
が
、
第
一
図
の
軍
令
部
第
三
部

待
避
壕
で
す
（
伊
東
三
郎
一
九
七
二
「
地
下
海
軍
省
分
室
と
施
設

系
残
務
整
理
回
想
記
」『
海
軍
施
設
系
技
術
官
の
記
録
』『
海
軍
施

設
系
技
術
官
の
記
録
』
刊
行
委
員
会
、
三
〇
三
頁
）。

旗
艦
大
淀
で
指
揮
を
と
っ
て
い
た
連
合
艦
隊
司
令
部
も
陸
上
で

指
揮
を
と
る
こ
と
と
な
り
、
す
で
に
海
軍
が
借
り
て
い
た
日
吉
キ

ャ
ン
パ
ス
に
移
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
準
備
と
し

て
、
八
月
中
頃
か
ら
第
一
図
の
連
合
艦
隊
司
令
部
地
下
壕
と
書
い

た
地
下
壕
の
掘
削
を
始
め
、
地
下
壕
が
使
用
可
能
に
な
る
前
の
九

月
二
九
日
、
寄
宿
舎
の
三
棟
に
、
司
令
長
官
は
じ
め
四
二
〇
名
の

軍
人
・
兵
士
が
移
っ
て
き
た
わ
け
で
す
（
日
吉
台
地
下
壕
保
存
の

会
編
二
〇
〇
六
『
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

日
吉
・
帝
国
海
軍
大
地

下
壕
』
平
和
文
化
、
二
四
頁
）。

連
合
艦
隊
司
令
部
地
下
壕
は
、
一
〇
月
あ
た
り
か
ら
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
、
日
吉
に

い
た
地
下
壕
建
設
の
部
隊
は
、
別
の
地
下
壕
の
建
設
を
進
め
て
い

っ
た
よ
う
で
す
（
伊
東
前
掲
、
三
〇
三
頁
）。
い
つ
着
工
さ
れ
て

い
つ
使
用
可
能
に
な
っ
た
の
か
、
正
確
な
時
期
は
わ
か
ら
な
い
の

で
す
が
、
今
回
発
掘
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
地
下
壕
は
そ
う
し
た

な
か
で
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
な
お
、
翌
一
九
四
五
年
一
月
に

は
、
日
吉
の
丘
公
園
の
台
地
に
、
武
器
開
発
に
関
わ
る
艦
政
本
部

が
入
る
地
下
壕
の
掘
削
も
始
ま
り
ま
し
た
（
寺
田
貞
治
一
九
九
三

「
日
吉
台
地
下
壕
《
続
編
五
》」『K

E
IO

せ
い
き
ょ
う

教
職
員

版
』
第
六
四
号

慶
應
義
塾
大
学
生
活
協
同
組
合
、
九
―
一
一

頁
）。
第
一
図
の
艦
政
本
部
地
下
壕
と
し
た
も
の
で
す
。
た
だ
こ

ち
ら
は
、
八
月
一
五
日
、
つ
ま
り
敗
戦
の
日
が
移
転
予
定
日
で
し

た
の
で
、
実
際
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
伊
東

前
掲
、
三
〇
九
頁
）。

さ
て
、
一
九
四
四
年
の
末
か
ら
、
実
際
に
東
京
近
郊
が
Ｂ
―
二

九
に
よ
っ
て
爆
撃
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
な
か
、

一
九
四
五
年
三
月
に
は
、
海
軍
省
人
事
局
も
日
吉
に
移
っ
て
く
る

こ
と
に
な
り
、
第
二
校
舎
に
入
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
第
八
校
舎

の
下
に
あ
る
地
下
壕
（
第
一
図
の
海
軍
省
人
事
局
地
下
壕
）
を
使

用
し
ま
し
た
（
寺
田
貞
治
一
九
九
〇
「
連
合
艦
隊
司
令
部
日
吉
台

地
下
壕
に
つ
い
て
（
一
九
）」『K

E
IO

せ
い
き
ょ
う

教
職
員

版
』
第
五
二
号

慶
應
義
塾
大
学
生
活
協
同
組
合
、
八
―
一
〇

頁
）。
一
九
四
五
年
四
月
二
五
日
に
は
、
海
軍
の
部
隊
全
体
を
指

揮
す
る
海
軍
総
隊
と
い
う
組
織
が
つ
く
ら
れ
、
日
吉
に
そ
の
司
令

部
が
お
か
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
九
四
五
年
の
初
夏
こ
ろ
に
は
、
航

空
本
部
や
東
京
通
信
隊
の
一
部
が
、
今
回
発
掘
調
査
の
対
象
に
な

っ
た
地
下
壕
内
に
移
っ
て
き
ま
し
た
（
秋
元
智
恵
子
一
九
九
四

史

学

第
八
〇
巻

第
二
・
三
号

四
〇
（
一
三
八
）



第
１
図

日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
一
帯
の
戦
争
遺
跡

キ
ャ
ン
パ
ス
の
な
か
の
戦
争
遺
跡
│
│
研
究
・
教
育
資
源
と
し
て
の
日
吉
台
地
下
壕
│
│

四
一
（
一
三
九
）



「
日
吉
台
地
下
壕
《
続
編
七
》」『K

E
IO

せ
い
き
ょ
う

教
職
員

版
』
第
六
八
号

慶
應
義
塾
大
学
生
活
協
同
組
合
、
一
〇
・
一
一

頁
）。
先
に
日
吉
に
い
た
軍
令
部
第
三
部
も
、
こ
の
地
下
壕
を
使

用
し
て
い
ま
し
た
が
、
い
つ
か
ら
使
っ
て
い
た
の
か
は
、
よ
く
わ

か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
一
帯
に
、
旧
帝
国
海
軍

の
主
要
な
組
織
が
い
く
つ
も
移
っ
て
き
て
、
地
上
の
建
物
を
使
用

し
た
ほ
か
、
地
下
に
大
規
模
な
地
下
壕
を
建
設
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

軍
事
活
動
を
行
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
一
九
四
四
年
秋
以
降
、
本

土
決
戦
が
現
実
味
を
帯
び
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
う
し

た
絶
望
的
な
状
況
の
な
か
で
軍
が
頼
み
に
し
た
戦
法
は
、
皆
さ
ん

よ
く
ご
存
じ
の
特
攻
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
億
総
特
攻
な

ど
と
い
う
常
軌
を
逸
し
た
こ
と
を
軍
は
本
気
で
考
え
て
い
た
わ
け

で
す
。
そ
う
し
た
末
期
的
な
状
況
下
に
お
い
て
、
日
吉
は
、
ま
さ

に
海
軍
の
軍
事
活
動
の
中
核
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る

わ
け
で
す
。

発
掘
調
査
の
経
緯

さ
て
、
こ
う
し
て
残
さ
れ
た
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
一
帯
の
戦
争
遺

跡
で
す
が
、
次
に
今
回
の
報
告
の
タ
イ
ト
ル
で
も
あ
り
ま
す
、
航

空
本
部
、
軍
令
部
第
三
部
、
東
京
通
信
隊
が
使
用
し
た
地
下
壕
の
、

出
入
口
一
帯
の
発
掘
調
査
に
つ
い
て
、
ご
説
明
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
さ
き
ほ
ど
も
述
べ
ま
し
た
と
お
り
、
蝮
谷
体

育
館
の
建
設
に
伴
っ
て
実
施
し
た
も
の
で
す
が
、
ま
ず
、
地
下
壕

の
出
入
口
の
発
見
か
ら
、
慶
應
義
塾
の
対
応
、
そ
し
て
出
入
口
の

保
存
と
発
掘
調
査
に
至
る
経
緯
か
ら
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
発
掘
し
た
場
所
は
、
第
一
図
に
あ
り
ま
す
と
お
り
、
日
吉

キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
央
や
や
東
寄
り
、
蝮
谷
の
谷
奥
部
に
あ
た
り
ま

す
。
調
査
地
点
の
東
側
に
あ
る
の
が
、
航
空
本
部
等
の
地
下
壕
で

す
。
谷
の
西
側
斜
面
に
は
連
合
艦
隊
司
令
部
の
地
下
壕
の
出
入
口

が
開
口
し
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
、
現
在
整
備
さ
れ
、
日
吉
台

地
下
壕
保
存
の
会
の
ご
協
力
に
よ
り
内
部
を
見
学
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

蝮
谷
体
育
館
は
、
大
学
、
高
校
の
体
育
授
業
と
体
育
会
活
動
の

環
境
改
善
を
目
的
に
、
創
立
一
五
〇
年
事
業
の
一
環
と
し
て
計
画

さ
れ
ま
し
た
。
建
設
工
事
は
、
二
〇
〇
八
年
九
月
二
五
日
か
ら
始

ま
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
翌
日
の
二
六
日
に
、
蝮
谷
に
面
し
た
三

つ
の
出
入
口
の
う
ち
南
側
の
二
ヶ
所
が
工
事
エ
リ
ア
内
で
発
見
さ

れ
ま
し
た
（
第
二
図
）。
地
下
壕
の
出
入
口
の
多
く
は
、
戦
後
塞

が
れ
た
り
埋
め
ら
れ
た
り
し
て
い
ま
し
て
、
こ
れ
ら
の
出
入
口
に

つ
い
て
は
、
そ
の
正
確
な
位
置
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
わ
け

で
す
。

史

学

第
八
〇
巻

第
二
・
三
号

四
二
（
一
四
〇
）



そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
あ
る
第
二
図
で
３
ａ
と
し
た
出
入
口
は
、

地
下
埋
設
物
発
見
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
記
録
を
取
っ
た
う

え
で
一
部
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
見
学
会
を

開
催
し
て
い
た
地
下
壕
保
存
の
会
が
こ
の
事
態
に
気
が
つ
き
、
知

ら
せ
を
受
け
た
私
た
ち
が
、
慶
應
義
塾
の
塾
管
局
や
横
浜
市
教
育

委
員
会
に
連
絡
し
て
、
す
ぐ
に
慶
應
義
塾
、
横
浜
市
教
育
委
員
会
、

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
、
文
化
庁
を
交
え
た
、
保
護
措
置
の
検
討

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

と
は
い
え
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
期
の
戦
争
遺
跡
に
つ
い
て
は
、

そ
の
文
化
財
と
し
て
の
評
価
が
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
取
扱
い

に
つ
い
て
の
法
的
整
備
、
行
政
的
な
指
導
体
制
も
固
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
。
で
す
か
ら
、
極
端
な
こ
と
を
言
う
と
、
慶
應
義
塾
は
地
下第 2図 発掘調査区全体図

キ
ャ
ン
パ
ス
の
な
か
の
戦
争
遺
跡
│
│
研
究
・
教
育
資
源
と
し
て
の
日
吉
台
地
下
壕
│
│

四
三
（
一
四
一
）



平成 21年 1月 21日

日吉台地下壕に関する諮問委員会答申書

◇はじめに

慶應義塾では、創立 150年記念事業の一環として、日吉キャンパス蝮谷体育館

（仮称）新築工事の準備を進めてきたが、本工事に伴う掘削工事中に日吉台地下壕

の入口と思われる構造物（3箇所）が発見された。本委員会は、慶應義塾西村太良

常任理事からの諮問を受け、この日吉台地下壕の出入口と思われる構造物に関して、

体育館新築工事の計画内容を踏まえ、保存方法（現状保存あるいは記録保存など）

について審議し、答申することを目的に設置された。体育館建設による教育環境改

善の実現と日吉台地下壕の保存というこの二つの課題をいかに両立させるか、とい

う観点から慶應義塾が検討・提示した三つの対応案を含めて、平成 20年 12月 17

日から 4回の委員会を開催し、審議してきたが、このたび、審議結果がまとまった

ので、下記のとおり答申するものである。

◇審議結果

・義塾から提案のあった 3つの対応案のうち「第 3案�北側移動案」の採用が望ま
しい。

◇付帯意見

・基本的な考え方

日吉台地下壕は、アジア太平洋戦争末期に帝国海軍がその中枢機能を移した施設

であり、戦局の悪化に対し大日本帝国がとった軍事的活動を伝える、きわめて重要

な物的証拠である。日吉キャンパス内の蝮谷一帯は、その入口施設が集中する場所

であり、地形を含めた景観全体が歴史資料としての意義をもつ。

そればかりでなく、日吉が軍事拠点となることで生活を一変させられた一帯の住

民をはじめ、多くの仲間や家族が戦争に動員され犠牲となり、その学び舎にも致命

的な打撃を蒙った慶應義塾の関係者にとって、日吉台地下壕及び蝮谷の景観は、戦

争の具体的な体験の記憶をつなぎとめる、数少ない場となるはずである。つまり、

日吉台地下壕は、日本近現代史研究のみならず、世代を超えたコミュニケーション

の触媒となることで戦争の記憶を後世に伝えることを可能にする、高い学術的・教

育的価値をもつ文化財として評価しなければならないのである。

このたび、蝮谷体育館の建設範囲内より、地下壕の入口部分が発見されたわけで

あるが、こうした文化財がキャンパス内に存在することを、決して教育研究環境の

整備・改善に対する障害として捉えてはならない。むしろ、今回の地下壕入口の発

見を肯定的に捉え、大学の教育研究環境の改善と文化財保存問題の両立を果たすと

ともに、貴重な文化財を持つ大学として、その積極的な利活用を含めた慶應義塾ら
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しい教育・研究活動を構築していくためのきっかけにすべきである。

高等教育研究機関たる大学であるからこそ、文化財の保存と活用の範となるべき

姿勢を示す必要があることは言うまでもない。慶應義塾には、戦前のキャンパス建

設の際に発見された弥生時代の竪穴住居址を、全国に先駆けて保存活用してきたと

いう歴史があり、昨今では「日吉台地下壕保存の会」と共同で行っている地下壕の

公開活動が、戦争遺跡の活用の実践として高い評価を得ている。こうした文化財の

保存と活用に関わるこれまでの取り組みからも、慶應義塾に期待されるところは大

きい。

地下壕の保存と活用に際しては、蝮谷の景観を極力保存することが望ましく、以

上の点から三つの案の中では、最も保存の上で効果的な第 3案を支持するものであ

る。ただし、体育館自体の建設位置、設計の変更等により、谷戸全体を保存するこ

とが可能であれば、そのほうが望ましいことは言うまでもない。また、第 3案を採

用するとしても、野外コートに復旧される南側の二つの入口施設（2 A、3 A）、及

び体育館と至近距離の関係にあたる北側の入口施設（4 A）から出入り可能な措置

をすることが、今後の地下壕の教育・研究活動を行っていくうえで必要になる点も

付け加えておく。

今回発見された地下壕の取り扱いについては、貴重な文化財を保存することの重

要性を議論する一方で、現在の日吉キャンパスにおける教育活動への影響について

配慮が必要である認識も併せて議論された。建設スケジュールや設計上の様々な制

約があることも理解するものであるが、その中で保存に対するでき得る限りの配慮

を希望する。

・今後の調査・研究・活用に向けて

日吉台地下壕を慶應義塾の教育研究資源として有効に活用していくためには、日

吉台地下壕について、これまで以上に調査・研究に力を入れ、成果の蓄積を進めて

いくことが必要である。それは、近い将来予想される国指定史跡への指定に対応す

るためにも急務となる。今回コンクリート被覆の入口施設が発見された蝮谷東側斜

面の台地内の地下壕に関しては、これまでほとんど調査が行われていないため、そ

の実態は不明のままであった。今回の発見を機に、問題となった地下壕を含め、日

吉台地下壕全体の徹底した調査を実施することが望まれる。

なお、地下壕の調査・研究を進めるにあたっては、同様に海軍の施設として用い

られた寄宿舎や第一校舎を含めた、日吉台全体を戦争遺跡として認識する視点も必

要になってこよう。また、地下壕に関わる人々の記憶の調査をはじめ、公的・私的

文書等の史料調査等も、併せて行っていかなければならない。

仮に第 3案が採用され、地下壕及び蝮谷の景観の多くが保存された場合、今後の

活用計画を具体化しておくことも大切である。大学・大学院だけでなく一貫教育校

キ
ャ
ン
パ
ス
の
な
か
の
戦
争
遺
跡
│
│
研
究
・
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育
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と
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の
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吉
台
地
下
壕
│
│
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壕
出
入
口
を
壊
し
て
、
そ
の
ま
ま
体
育
館
を
建
設
す
る
こ
と
も
で

き
た
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
理
事
や
塾
管
局
の
方
々
が
、
地
下
壕

が
高
い
学
術
的
、
教
育
的
価
値
を
持
つ
可
能
性
、
そ
し
て
そ
れ
が

い
ず
れ
慶
應
義
塾
の
研
究
・
教
育
資
源
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
に

深
い
理
解
を
示
し
て
く
だ
さ
り
、
理
事
が
慶
應
義
塾
外
の
有
識
者

を
中
心
と
し
た
諮
問
委
員
会
を
組
織
し
、
そ
の
答
申
に
基
づ
い
て

慶
應
義
塾
の
対
応
を
議
論
、
決
定
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
わ

け
で
す
。

諮
問
委
員
会
は
二
〇
〇
八
年
一
二
月
か
ら
二
〇
〇
九
年
一
月
ま

で
四
回
ほ
ど
開
か
れ
、
一
月
二
一
日
に
答
申
を
理
事
に
提
出
し
ま

し
た
。
こ
の
答
申
に
は
、
学
術
的
・
教
育
的
評
価
が
必
ず
し
も
定

ま
っ
て
い
な
い
戦
争
遺
跡
を
今
後
大
学
が
ど
の
よ
う
に
保
存
、
活

用
し
て
い
く
べ
き
か
、
た
い
へ
ん
重
要
な
指
摘
が
多
々
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
慶
應
義
塾
は
、
こ
の
答
申
書
を
受
け
、
体
育
館
の
位
置

を
六
〇
ｍ
ほ
ど
移
動
さ
せ
、
出
入
口
全
て
と
谷
奥
の
景
観
の
大
部

分
の
保
存
を
決
定
し
た
わ
け
で
す
。

と
は
い
え
、
４
ａ
に
つ
い
て
は
、
ご
く
近
接
し
て
体
育
館
が
建

設
さ
れ
る
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
谷
内
に
は
各
出

入
口
を
つ
な
ぐ
通
路
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
答
申
書
の
内
容
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
た
二
〇
〇
九

年
一
月
に
、
民
族
学
考
古
学
研
究
室
が
、
谷
内
に
お
け
る
地
下
壕

も含めた塾内の教育・研究活動に活用するのはもちろんのこと、外部の研究者にも

調査・研究の道を開き、塾内外の多くの人々が見学・利用できるような、谷戸内及

び地下壕内の整備を進めていくことが必要である。授業・講義での活用や、一般の

方々を対象とした見学会の実施等、ソフト面の整備も不可欠である。

このように、地下壕に関わるさまざまな調査・研究を実施し、地下壕を今後の教

育研究資源として整備・活用していくためには、慶應義塾内に、恒常的に調査・研

究・教育活動を行う組織を設置することが有効と考える。その場合、地下壕のみな

らず、弥生時代の集落跡等のキャンパス内の埋蔵文化財や、慶應義塾が所有するさ

まざまな文化財の調査・研究・教育にも対応可能な組織とするのも一案である。

地下壕の調査・研究が進み、その活用の体制が整備されてくれば、近現代史研究

のみならず、歴史教育、平和教育に対する慶應義塾独自の取り組みが可能になって

くるはずである。そうした教育研究活動の成果が、未来を先導する塾生へと受け継

がれていくとともに、日吉台地下壕が、現在そして未来の塾生にとって卒業後も慶

應義塾とのつながりを実感しうる場となっていくことを期待するものである。

（http://keio 150.jp/news/2009/img/20090409.pdfより）
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関
連
施
設
の
確
認
を
目
的
と
す
る
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
第
一
次
調
査
で
す
。
そ
の
結
果
、
２
ａ
と
４
ａ
の
正
面
に
、

出
入
口
に
続
く
通
路
が
掘
削
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
蝮
谷
の

な
か
に
は
、
地
下
壕
を
掘
削
し
た
際
の
廃
土
が
厚
く
堆
積
し
て
い

る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
調
査
結
果
に
よ
っ
て
、
変
更
後
の
体
育
館
の
建
設
地
内
に

入
っ
て
し
ま
う
４
ａ
前
面
の
通
路
な
ど
の
遺
構
に
つ
い
て
は
、
記

録
保
存
の
調
査
が
必
要
と
な
り
、
２
ａ
の
通
路
の
再
調
査
を
含
め

た
本
格
的
な
発
掘
調
査
を
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

が
第
二
次
調
査
で
す
。
こ
の
調
査
は
、
非
常
に
土
の
掘
削
量
が
多

く
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
�
吾
妻
考
古
学
研
究
所
に
支
援
を

委
託
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
一
連

の
調
査
は
、
横
浜
市
教
育
委
員
会
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
期
の
戦

争
遺
跡
を
文
化
財
と
し
て
扱
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
文
化
財
保

護
法
に
基
づ
く
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

体
育
館
建
設
に
伴
う
、
慶
應
義
塾
の
自
主
的
な
環
境
調
査
と
し
て

実
施
し
ま
し
た
。

発
掘
は
、
三
月
九
日
よ
り
一
ヶ
月
間
の
予
定
で
始
ま
り
ま
し
た

が
、
ほ
ど
な
く
、
４
ａ
の
前
面
か
ら
全
く
予
想
し
て
い
な
か
っ
た

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
通
路
が
検
出
さ
れ
た
た
め
、
調
査
計
画
全

体
の
変
更
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
検
出
さ
れ
た
出
入
口

施
設
が
、
体
育
館
の
建
設
範
囲
と
重
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
遺
構

そ
の
も
の
を
保
存
す
る
の
か
壊
し
て
記
録
だ
け
を
保
存
す
る
の
か

を
め
ぐ
り
、
再
び
慎
重
な
協
議
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
的

な
結
論
が
出
た
の
は
四
月
末
で
、
体
育
館
の
基
礎
・
地
中
梁
の
設

計
を
変
更
し
て
破
壊
範
囲
を
最
小
限
に
留
め
、
か
つ
壊
さ
れ
る
コ

ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
部
分
に
つ
い
て
は
、
切
り
取
り
保
存
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
２
ａ
の
前
面
に
つ
い
て
も
同
様
の
施
設
の
存
在
が
予
想

さ
れ
た
た
め
、
四
月
上
旬
よ
り
、
範
囲
を
大
き
く
拡
張
し
て
調
査

を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
四
月
中
旬
か
ら
は
、
体
育
館
建
設
範

囲
内
に
お
け
る
道
な
ど
の
諸
施
設
の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
、
４

ａ
一
帯
の
調
査
区
の
拡
張
、
谷
を
横
切
る
ト
レ
ン
チ
四
本
の
掘
削
、

二
ヶ
所
の
段
切
り
部
分
の
断
面
調
査
等
を
追
加
で
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
五
月
一
四
日
を
も
っ
て
こ
の
第
二
次
調
査
は
終
了
し

ま
し
た
が
、
以
上
の
よ
う
に
、
調
査
の
進
行
に
伴
っ
て
、
発
掘
調

査
の
規
模
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。

こ
の
間
、
３
ａ
に
つ
い
て
も
、
出
入
口
施
設
の
確
認
を
行
う
必

要
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
体
育
館
の
工
事
の
関
係
で
第
二

次
調
査
時
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
体
育
館
の

躯
体
が
完
成
す
る
一
〇
月
に
調
査
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
調
査
も
、
�
吾
妻
考
古
学
研
究
所
の
支
援
を
受
け
、
第
三
次

キ
ャ
ン
パ
ス
の
な
か
の
戦
争
遺
跡
│
│
研
究
・
教
育
資
源
と
し
て
の
日
吉
台
地
下
壕
│
│
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写真 1 発掘調査区全景

写真 2 4 a出入口全景
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写真 3 4 a出入口のコンクリート舗装通路

写真 4 2 a出入口全景

キ
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パ
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│
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調
査
と
し
て
、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
五
日
か
ら
一
一
月
六
日
に
か

け
て
実
施
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
調
査
が
行
わ
れ
た
後
、
一
一
月
一
一
日
に
、
無
事
、

蝮
谷
体
育
館
が
竣
工
を
迎
え
ま
す
。
そ
し
て
、
蝮
谷
の
奥
の
部
分

も
再
び
バ
レ
ー
コ
ー
ト
な
ど
と
し
て
復
旧
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
コ
ー
ト
復
旧
前
に
、
２
ａ
か
ら
延
び
る
道
の
有
無
の

確
認
を
目
的
と
し
て
行
っ
た
の
が
第
四
次
調
査
で
す
。
第
四
次
調

査
は
、
二
〇
一
〇
年
三
月
二
日
、
三
日
に
実
施
し
、
こ
れ
で
今
回

の
蝮
谷
体
育
館
の
建
設
に
関
わ
る
発
掘
調
査
が
終
了
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

発
掘
調
査
の
成
果

さ
て
、
こ
う
し
て
実
施
さ
れ
た
四
回
の
調
査
に
よ
っ
て
、
実
に

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
地
下
壕
が
掘
削
さ
れ

使
用
さ
れ
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
期
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
地

下
壕
建
設
前
の
慶
應
義
塾
に
よ
る
土
地
整
備
、
戦
後
あ
る
い
は
返

還
後
の
再
整
備
の
状
況
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
点

も
、
塾
史
の
一
頁
と
し
て
た
い
へ
ん
興
味
深
い
も
の
で
す
が
、
今

回
の
趣
旨
と
は
ズ
レ
ま
す
の
で
、
省
略
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
連
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
、
地
下
壕
関
連
の
遺

構
と
し
ま
し
て
は
、
出
入
口
三
基
の
前
面
に
構
築
さ
れ
た
諸
遺
構

を
は
じ
め
、
そ
の
施
設
か
ら
延
び
る
道
状
の
遺
構
、
そ
し
て
地
下

壕
掘
削
時
の
廃
土
の
厚
い
堆
積
層
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
う
ち
こ
こ
で
は
、
新
聞
等
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
、
出
入
口
前
面
の
施
設
の
遺
構
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
そ
の
形
や
規
模
に
違
い
が
あ
り
な
が
ら
も
、

２
ａ
、
３
ａ
、
４
ａ
各
出
入
口
に
、
ほ
ぼ
類
似
し
た
構
造
を
も
つ

も
の
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
構
造
を
、
４
ａ
を
例
に
と
っ
て
説
明
し
ま
す
。
４
ａ
の
地

下
壕
本
体
の
出
入
口
は
、
高
さ
約
三
ｍ
、
幅
四
ｍ
ほ
ど
の
規
模
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
高
さ
、
幅
と
も
に
二
ｍ
ほ
ど
の
出
入
口
が

開
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
上
部
、
左
右
は
、
一
ｍ
ほ
ど
の
厚
さ
を

も
つ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
堅
固
な
出
入

口
に
接
続
す
る
よ
う
に
、
左
右
に
弧
状
あ
る
い
は
大
き
く
開
い
た

Ｖ
字
状
に
伸
び
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
通
路
が
作
ら
れ
て
い
ま

す
。
４
ａ
で
は
、
南
側
の
通
路
は
途
中
で
壊
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

北
側
の
通
路
は
、
当
時
の
地
表
面
付
近
ま
で
完
全
に
残
っ
て
お
り
、

途
中
か
ら
幅
を
減
じ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
道
へ
と
繋
が
る
様

子
も
確
認
で
き
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
通
路
の
両
側
縁
に
は
側
溝
が
あ
り
、

そ
れ
ら
は
中
央
の
集
水
枡
に
つ
な
が
り
、
そ
こ
か
ら
埋
設
管
を
通

っ
て
、
地
下
壕
内
部
に
水
が
流
れ
込
む
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
い

史
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ま
し
た
。
地
下
壕
の
床
下
の
埋
設
管
を
通
っ
た
水
は
、
お
そ
ら
く

台
地
の
東
側
に
排
出
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
側
溝
の
さ
ら
に
外
側
に
は
、
丸
い
穴
が
列
を
な
し
て
い

ま
し
て
、
そ
こ
に
丸
太
の
柱
が
立
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
通
路
の
両
端
は
土
の
壁
と
な
る
わ
け
で
す
が
、
柱
と
土
の
壁

の
間
に
は
、
木
の
板
の
痕
跡
が
何
ヶ
所
も
確
認
で
き
ま
し
た
の
で
、

壁
は
板
で
崩
落
し
な
い
よ
う
に
留
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。こ

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
通
路
と
は
別
に
、
地
下
壕
の
出
入

口
か
ら
直
線
的
に
延
び
る
素
掘
り
で
泥
岩
（
土
丹
）
片
な
ど
を
敷

い
た
通
路
も
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
通
路
は
、
第
一
次
調
査
で

確
認
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
こ
ち
ら
に
は
、
ト
ロ
ッ
コ
の
レ
ー

ル
用
と
思
わ
れ
る
枕
木
状
の
丸
太
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
土

層
の
観
察
等
か
ら
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
通
路
が
構
築
さ
れ
た

時
点
で
、
こ
ち
ら
の
通
路
は
埋
め
戻
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

さ
て
、
次
に
、
こ
れ
ら
の
諸
遺
構
の
あ
り
方
か
ら
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
、
地
下
壕
及
び
地
下
壕
出
入
口
施
設
の
構
築
過
程
に
つ
い

て
説
明
い
た
し
ま
す
。
ま
ず
、
地
下
壕
の
掘
削
、
つ
ま
り
台
地
を

掘
っ
て
い
く
際
に
は
、
出
入
口
の
前
面
に
土
丹
敷
き
の
通
路
が
あ

っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
掘
削
過
程
で
出
て
く
る
廃
土
を
ト

ロ
ッ
コ
な
ど
で
搬
出
す
る
た
め
に
掘
ら
れ
た
の
が
、
こ
の
通
路
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
地
下
壕
を
掘
削
し
た
際
の
廃
土
の
量
に
つ
い

て
は
、
ま
だ
計
算
を
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
た
い
へ
ん
な
量
に
及

ん
で
い
た
は
ず
で
す
。
こ
う
し
た
廃
土
を
効
率
よ
く
排
出
す
る
た

め
に
は
、
当
然
、
出
入
口
か
ら
直
線
的
に
延
び
る
通
路
が
必
要
に

な
る
わ
け
で
す
。

掘
削
が
終
了
し
ま
す
と
、
地
下
壕
内
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
を

作
っ
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
そ
の
工
程
が
完
了
し
て
か
ら
、
左
右

に
伸
び
る
通
路
を
掘
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
壁
に
丸
太
の
柱
を
立

て
て
、
板
で
補
強
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
過
程
で
素
掘
り
の
通
路

を
埋
め
戻
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
通
路
の
柱
の
配
置
で

す
。
柱
穴
の
配
置
を
見
ま
す
と
、
正
面
の
一
ヶ
所
を
除
い
て
い
ず

れ
も
、
通
路
の
両
側
で
対
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
立
て
ら
れ
て
い
た
柱
の
上
に
は
、
第
三

図
の
よ
う
に
、
対
に
な
っ
た
柱
同
士
を
結
ぶ
梁
が
掛
け
ら
れ
て
い

た
と
推
測
で
き
る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
通
路
に
は
本
来
、

天
井
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

柱
を
立
て
た
後
に
、
通
路
内
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
を
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
時
点
で
、
排
水
や
上
水
の
溝
や
管
を
設
け
ま
す
。

通
路
の
天
井
の
上
は
、
む
き
出
し
だ
と
あ
ま
り
に
も
無
防
備
で
す

キ
ャ
ン
パ
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の
な
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の
戦
争
遺
跡
│
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か
ら
、
土
を
被
せ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
機
能
し
て
い
た
時
の
地
下
壕
は
、
出
入
口
が
Ｙ
字
に
分

か
れ
、
斜
面
に
左
右
２
箇
所
の
出
入
口
が
開
く
と
い
う
も
の
だ
っ

た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

実
は
、
連
合
艦
隊
司
令
部
地
下
壕
や
、
海
軍
省
人
事
局
地
下
壕

で
は
、
地
下
壕
の
出
入
口
が
同
様
に
Ｙ
字
あ
る
い
は
Ｔ
字
に
分
か

れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
み
ら
れ
ま
す
。
た
だ
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
全

て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
出
来
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
地
下
壕
の
出
入

口
の
多
く
は
Ｙ
字
、
Ｔ
字
に
分
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
す

が
、
で
は
、
ど
う
し
て
こ
う
し
た
構
造
の
出
入
口
が
必
要
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

最
も
可
能
性
の
高
い
理
由
は
、
こ
れ
が
爆
撃
に
対
す
る
対
応
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
し
、
地
下
壕
の
出
入
口
が
正
面
一
ヶ

所
だ
と
す
る
と
、
近
く
に
爆
弾
が
落
ち
た
場
合
、
そ
の
爆
風
が
地

下
壕
内
を
直
撃
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
狭
い
ト
ン
ネ
ル
内
に
強

い
爆
風
が
入
っ
て
き
た
ら
中
は
吹
き
飛
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
し
か

し
、
出
入
口
を
Ｙ
字
あ
る
い
は
Ｔ
字
に
す
れ
ば
、
爆
風
が
壕
内
を

直
撃
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
、
出
入
口
を
こ
う
し
た

構
造
に
す
る
理
由
と
考
え
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
こ
う
し
た
出
入
口
の
構
造
は
、
旧
帝
国
海
軍
が
本
土
決

戦
を
視
野
に
入
れ
、
本
土
が
爆
撃
に
晒
さ
れ
て
も
、
戦
闘
の
指

第 3図 4 a出入口の想定復元
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揮
・
命
令
が
可
能
な
よ
う
に
準
備
を
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
わ
け
で
す
。

た
だ
、
そ
う
考
え
ま
す
と
、
ひ
と
つ
疑
問
も
浮
か
び
上
が
っ
て

き
ま
す
。
そ
れ
は
何
か
と
い
い
ま
す
と
、
で
は
何
故
、
航
空
本
部

等
の
地
下
壕
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
躯
体
そ
の
も
の
で
Ｙ
字
状
の

出
入
口
を
作
ら
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
仮
に
土
を
被
せ
て
い

た
と
し
て
も
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
な
け
れ
ば
、
爆
弾
が
直
撃
あ

る
い
は
至
近
距
離
に
落
ち
た
ら
あ
っ
け
な
く
壊
れ
て
し
ま
う
は
ず

で
す
。

そ
の
理
由
は
ま
だ
良
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
考
え
る
手
掛
か
り

が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
航
空
本
部
等
地
下
壕

と
同
様
の
あ
み
だ
く
じ
状
の
プ
ラ
ン
を
も
つ
艦
政
本
部
地
下
壕
を

み
ま
す
と
、
こ
ち
ら
の
出
入
口
に
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
躯
体
の
Ｙ
字

構
造
が
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
あ
み
だ

く
じ
状
の
プ
ラ
ン
の
場
合
は
、
今
回
発
見
さ
れ
た
よ
う
な
、
簡
易

方
式
の
爆
風
対
策
が
取
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
可
能
性

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
両
者
に
あ
み
だ
く
じ
状
の
プ
ラ
ン
が
選
択
さ

れ
た
こ
と
に
は
、
当
然
、
内
部
で
行
わ
れ
る
軍
事
活
動
の
内
容
が

関
わ
っ
て
い
た
は
ず
で
す
。
働
く
人
々
の
人
数
や
階
級
、
活
動
の

重
要
性
な
ど
が
関
係
し
て
、
堅
固
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
、
簡
易
な

木
製
か
が
選
択
さ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
、

建
設
時
期
の
微
妙
な
差
に
よ
っ
て
、
充
分
な
量
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

が
調
達
で
き
な
く
な
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

お
わ
り
に

で
は
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
ご
説
明
し
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

今
回
の
一
連
の
発
掘
調
査
の
成
果
を
簡
単
に
ま
と
め
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

今
回
地
下
壕
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
と
調
べ
て
み
て
意
外
だ
っ
た

の
は
、
た
か
だ
か
六
十
数
年
前
の
海
軍
の
中
枢
に
関
わ
る
施
設
で

あ
る
の
に
、
そ
の
記
録
や
人
々
の
記
憶
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
今
回
、
航
空
本
部
等
の
地
下
壕
の
三
つ
の
出

入
口
の
正
確
な
位
置
が
判
明
し
、
さ
ら
に
特
殊
な
構
造
を
も
つ
出

入
口
施
設
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
出
入

口
施
設
の
存
在
は
、
こ
れ
ま
で
の
記
録
に
は
全
く
み
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
し
、
地
下
壕
内
部
で
働
い
て
い
た
方
々
か
ら
の
聞
き
取
り

で
も
記
録
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
全
国
的
に
見
て
も
、
類

似
し
た
施
設
の
存
在
を
示
す
記
録
、
そ
し
て
発
掘
事
例
は
あ
り
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
予
想
外
の
遺
構
の
検
出
に
、
我
々
も
右
往

左
往
さ
せ
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、
翻
っ
て
考
え
る
と
、
そ
う
し
た

記
録
が
残
り
に
く
い
軍
事
施
設
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

今
後
、
物
的
証
拠
を
扱
う
考
古
学
の
方
法
が
よ
り
重
要
に
な
っ
て

キ
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ン
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戦
争
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く
る
と
い
う
こ
と
を
、
今
回
の
調
査
は
充
分
に
示
し
た
と
言
っ
て

い
い
で
し
ょ
う
。

先
ほ
ど
お
話
し
し
ま
し
た
と
お
り
、
今
回
の
調
査
で
、
出
入
口

の
構
築
方
法
の
違
い
の
理
由
と
い
っ
た
、
新
た
な
課
題
も
浮
か
び

上
が
っ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
今
後
、
今
回
の
調
査
の
成
果
と
課

題
を
頭
に
入
れ
つ
つ
、
地
下
壕
勤
務
経
験
者
か
ら
の
さ
ら
な
る
聞

き
取
り
、
写
真
や
文
書
の
再
調
査
等
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
未

だ
不
明
な
点
の
多
い
旧
帝
国
海
軍
の
軍
事
活
動
の
実
態
が
、
少
し

ず
つ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
お
り
ま

す
。さ

て
、
そ
う
し
た
学
術
的
な
成
果
と
は
別
に
、
今
回
、
行
政
的

に
保
護
措
置
の
方
向
性
が
確
定
し
て
い
な
い
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争

期
の
戦
争
遺
跡
に
対
し
、
慶
應
義
塾
が
、
あ
く
ま
で
も
自
主
的
に

そ
の
研
究
・
教
育
資
源
と
し
て
の
価
値
を
評
価
す
る
た
め
に
時
間

を
か
け
て
検
討
を
行
い
、
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
て
、
学
校
運
営
、

そ
し
て
教
育
施
設
の
拡
充
と
い
う
課
題
と
、
文
化
財
の
保
護
と
活

用
と
い
う
課
題
の
両
立
を
果
た
し
た
と
い
う
こ
と
も
、
特
筆
す
べ

き
成
果
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
蝮
谷
体
育
館
の
建
設
と
地

下
壕
の
調
査
を
め
ぐ
っ
て
は
、
学
校
運
営
に
関
わ
る
職
員
の
方
々

と
我
々
研
究
者
の
サ
イ
ド
が
、
お
互
い
の
立
場
を
理
解
し
尊
重
し

つ
つ
、
協
力
し
て
問
題
の
解
決
に
あ
た
ろ
う
と
努
力
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
特
に
職
員
の
方
々
の
お
力
添
え
の
大
き
さ
に
は
、
本
当

に
頭
が
下
が
る
思
い
で
し
た
。

文
化
財
は
よ
く
国
民
共
有
の
財
産
と
言
わ
れ
ま
す
。
現
在
、
文

化
財
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
行
政
が
指
導
を
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
と
は
い
え
、
文
化
財
の
価
値
は
、
決
し

て
行
政
サ
イ
ド
が
一
方
的
に
決
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
研

究
が
蓄
積
さ
れ
、
そ
の
価
値
が
広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
が
、
何
よ
り
も
重
要
な
わ
け
で
す
。
こ
の
度
、
慶
應
義
塾
が
自

ら
の
判
断
で
地
下
壕
の
調
査
と
保
存
を
行
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ

の
な
か
で
戦
争
遺
跡
の
考
古
学
的
調
査
の
重
要
性
の
一
端
が
見
え

て
き
た
こ
と
は
、
今
後
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
期
の
戦
争
遺
跡
に

対
す
る
研
究
・
教
育
資
源
と
し
て
の
評
価
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
め

ぐ
る
行
政
の
今
後
の
対
応
に
、
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
る
こ
と

に
な
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
で
私
の
発
表
は
終
わ
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
清

聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

付
記

発
表
時
に
は
、
軍
令
部
第
三
部
等
地
下
壕
と
い
う
名
称
を
用
い
て

い
た
が
、
そ
の
後
、
当
該
地
下
壕
を
最
初
に
使
用
し
た
の
が
、
航
空
本
部

で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
ま
っ
て
き
た
た
め
、
現
在
で
は
、
航
空
本
部
等
地

下
壕
と
い
う
名
称
に
統
一
し
て
い
る
。
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
こ
こ
で
も

航
空
本
部
等
地
下
壕
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

史

学

第
八
〇
巻

第
二
・
三
号

五
四
（
一
五
二
）


